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地域商業・産業振興・まちづくり・商品開発等に関する
研究調査および研究発表（ゼミナール活動）

連携にいたる経緯
　経済学部佐々木ゼミでは、地域商業の現状と活性化、企業のマーケティング活動等について学び
研究してきた。これらのテーマの解明にはフィールド調査が必要であり、ゼミ生はさまざまなフィー
ルドに出て現地調査を進めている。そのような調査に、多くの事業者や団体、自治体等の皆様が
協力してくださっている。

活動内容
　地域においてフィールド調査を行い、そこから得られた内容を精査し、各種の学生研究発表
大会で成果発表をしている。2019年には地域の事業者とコラボレーションし、実際の商品開発
にも取り組んだ。これは、若者市場の開拓を目的としたコールドプレスジュースの商品開発であ
り、尼崎市の専門店の協力のもと、商店街内の店舗で販売活動も実施。その研究成果について
もプレゼンテーション大会で発表した。
　その他、大学やゼミが商店街の空き店舗を活用して行う活動に対する調査研究（関西大学関
大前ラボラトリを含む）や、フードバンクおよび子ども食堂の調査研究、城崎温泉を対象とした
地域一体型温泉地域の活性化についての調査研究、地域に書店がなくなった「無書店地域」に対
する調査研究、ひらかたパークを対象とした地域密着型レジャー施設の活性化に関する調査研
究、都心部と郊外エリアにおける百貨店の経営戦略の差異についての調査研究など、地域に目
を向けた研究を継続して展開している。

活動の目的

活 動 の 成 果 今 後 の 課 題 ・ 目 標

■ 主な連携先・メンバー
徳島県三次市／いちにち文庫実行委員会（徳島県三次市）／ JA（農業協同組
合）／十三子ども0円食堂／守口子ども食堂まんぷく食堂／株式会社パソナ／大
丸松坂屋百貨店／ amaサラダ／ひらかたパーク／基山モール商店街（佐賀県）
／ちびはる保育園（佐賀県）／健軍商店街（熊本県）／和歌山大学経済学部足
立ゼミ／近畿大学総合社会学部ふせのわ／関関COLORS ／関大前ラボラト
リ

■ 活動地域
近畿・九州・四国エリア

■ 活動期間
2017年度～継続中

■ 活動資金
関西大学経済学部 近畿圏以外での研究発表活動に対する補助金

DATADATA

■ 経済学部 教授

佐々木保幸
Yasuyuki Sasaki

　日本とフランスの流通政策研究が専門。最近は商業（ボランタリーチェーン）と協同組合の特質
を併せ持ったフランス独自の商業の発展についても研究を進めている。

教 員 紹 介

1 地域や現代社会の抱える課題について調査・研究する
2 研究発表活動を通じて学生の主体性、研究能力、プレゼンテーション
能力を醸成する

1 2017年度日本学生経済ゼミナール大会プレゼン部門の分野
優勝

2 2018年度日本学生経済ゼミナール大会関西ブロック大会の
部門優勝

3 2019年度アグリカルチャーコンペティションのブロック優勝

1 地域商業活性化に向けた具体的な提言
2 地域活性化に貢献する商品開発
3 地域の抱える諸課題に対する学生の気づきの喚起

産業振興

連携にいたる経緯
　2006年に故木村洋二社会学部教授から引き継ぎの依頼を受けて、『エコプレス』という年4回
発行の冊子による吹田市民への環境情報の提供が始まった。以来、約50号の刊行を行ってきたが、
2019年度からは『エコレター』と名称が変わり、また編集体制も良永ゼミ単独から、アジェンダ
21すいた等の市民との協同編集になった。

活動内容
　現在の主要な活動は、アジェンダ21すいたの方 と々ECOLETTER（エコレター）を年4回発行し、
市民に環境問題に関する学生目線の情報を提供しつつ、環境保全に向けて共に検討・行動してゆく
ことである。
　この編集のために、学内では書物の輪読や議論、学外ではゴミ処理施設や発電施設等々の
見学、調査をおこなっている。また環境関係の各種イベント、シンポジウム、フォーラム等に積極的
に参加し、市民との交流を深めている。

活動の目的

活 動 の 成 果 今 後 の 課 題 ・ 目 標

■ 主な連携先・メンバー
吹田市役所／アジェンダ21すいた／吹田市内の環境に関する各種NPO法人／
関西大学経済学部良永康平ゼミ

■ 活動地域
大阪府吹田市／関西大学千里山キャンパス

■ 活動期間
2006年度～継続中

■ 活動資金
吹田市からの『エコレター』作成にかかる編集経費

DATADATA

■ 経済学部 教授

良永康平
Kouhei Yoshinaga

　福岡県久留米市生まれ。1981年一橋大学経済学部卒業、1986年同大学院修了の後、1989年本
学経済学部に採用。国民経済計算論、産業連関論等の経済統計学が専門。現在のテーマはEU、
地域、環境の統計。高校時代に読んだ『かけがえのない地球』、大学時代に読んだ『エントロピー
の法則』以来、環境問題はライフワークの1つであり、ゼミ生には上から教えるのではなく、とも
に学び、ともに調べるというスタンスで接している。

教 員 紹 介

1 環境に関する情報を、市民目線でわかりやすく提供し、ともに環境問題
を考える

2 吹田市内の公共施設や自然環境で情報収集を行うとともに、吹田市の
各種環境イベントやシンポジウム等にも参加し、環境を通して市民との
交流を深める

1 2006年以来、年4回のエコプレスを2019年4月号まで良永
ゼミ単独で刊行

2 2019年7月号以降は、アジェンダ21すいたとの共同刊行
3 吹田・能勢の里山マルシェ、街と里を考えるフォーラム、プラ
スティックゴミ動画コンテスト等への参加

1 自ら学び、調査した情報を、今後も市民に提供し、
市民と議論する

2 吹田のゴミ処分場や下水道、再生可能エネルギー
発電施設等を見学、調査する

3 吹田や大阪の自然、里山と生物多様性、食農の現状
等についても調査する

環境意識向上に向けて、吹田市民への学生目線の情報発信

環境・アセットマネジメント
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